
大学コンソーシアムひょうご神戸加盟校教職員、本テーマに関心のある
方ならだれでも参加可能です。右のQRコードよりお申し込みください。

参加費無料

大学コンソーシアムひょうご神戸 FD・SDセミナー

申し込み・その他

学修成果の把握・可視化のための

アンケート設計
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本セミナーはこんな方にオススメです！

◼ 学修成果の把握、可視化について大学で進めていきたい

◼ 学生向けの各種調査、アンケートの設問設計方法を学びたい

◼ 学修成果の把握、可視化の事例について知りたい

「出口における質保証」「認証評価制度の見直し」に対応すべく、

上記内容の理解を深めることを目的に実施します。
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